
 

３ 単元について  

（１）児童観                  （２）単元観 

 

（３）指導観 

４ 単元目標 

 図形の合同の意味や合同な図形の性質などについて理解し,図形を構成する要素や図形間の関係に着

目して図形の性質について考える力を養うとともに,図形を合同という観点で考察した過程を振り返り,

合同の観点から既習の図形をとらえ直したり今後の生活や学習に活用しようとしたりする態度を養う。

【Ｂ（１）】 

 

 

指導にあたっては, 合同な三角形や四角形をかくための要素を考察する活動を通して,多様な

考え方を知らせ,平面図形についての理解をさらに深めさせる。     

単元の導入の際には,本学級の児童が苦手とするコンパスや分度器の使い方や既習の図形の作

図方法を振り返らせたり，ICTを使って教材提示や発問を工夫したりして，思考活動の活性化を図

り自ら進んで学習に取り組める学習環境を整える。  

本時では,前時に三角形の合同を発見した古代ギリシャの哲学者タレスからの問題を解かせる

ことで,タレスからの第２問目として平行四辺形をかく学習意欲をもたせる。前時の三角形の合同

なかき方を活用して考えさせ,説明する場面では, 手元が全員に分かり易くするために 

実物投影機を使う。３つの作図方法から,対角線で２つの三角形に分けて考えると合同な平行四辺

形がかけることを気付かせる。 

 

合同な図形「形も大きさも同じ図形を調べよう」 

主体性 問題解決力 チャレンジ精神 表現力 思いやり 自己理解 

算数科 

単
元
名 

本単元で育成する資質・能力 

第５学年 

本単元は，小学校学習指導要領第５学年の

内容Ｂ（１）「平面図形の性質」を基に設定し

た。 

第４学年では,四角形を構成する要素であ

る辺どうしの平行,垂直といった位置関係に

加えて,構成する要素どうしの相等関係を基

に分類し,平行四辺形,ひし形,台形について

学習してきた。また,正方形や二等辺三角形を

真ん中で二つに切ると,形も大きさも同じ図

形ができることを経験してきている。 

第５学年では,図形を構成する要素及び図

形間の関係に着目して,図形の構成の仕方を

考えたり,図形の性質について更に考察した

りすることをねらいとしている。図形の合同

については,図形間の関係に着目し,与えられ

た図形と合同な図形をいかに構成すればよい

かを考察できるようにする。 

また，本単元で育成される資質・能力は，

第６学年の「対称な図形」や「拡大図と縮図」,

中学校の論証の学習に生かされるものである

と考える。 



 

５ 単元の評価規準 

 

知識・技能 思考力・判断力・表現力 主体的に学習に取り組む態度 

① 図形の合同の意味を理解し

ている。 

② 合同な２つの図形について,

対応する辺,対応する角,対

応する頂点を理解している。 

③ 対応する辺の長さや角の大

きさから,合同かどうかを判

別している。 

④ 合同な三角形のかき方を理

解し,合同な三角形をかいて

いる。 

⑤ 合同な三角形の作図の仕方

を基に,合同な四角形をかい

ている。 

① 平行四辺形やひし形などの

四角形に対角線をひいてで

きる三角形について,合同か

どうかを説明している。 

② 合同な三角形の作図の仕方

を,作図に必要な要素をもと

に,説明している。 

③ 合同な三角形の作図のしか

たをもとに,合同な四角形の

作図のしかたを考え,説明し

ている。 

① 身の回りにある合同な図形

を見付けている。 

② 合同な図形の性質について,

友だちと話し合っている。 

 

６ 他学年等との関連 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４学年 第５学年 第６学年 

【角の大きさ】 

・回転の角の大きさと単位 

・角度のはかり方,かき方 

・対頂角の性質 

 

 

 

【合同な図形】 

・合同な図形 

・合同な図形のかき方 

 

【対称な図形】 

・線対称,点対称の概念,性

質,かき方 

・対称性による多角形の考   

 察 

 

【図形の角】 

・三角形,四角形の内角の和 

・多角形の定義 

・多角形の内角の和 

 

 

【垂直,平行と四角形】 

・台形,平行四辺形,ひし形の

定義,性質,かき方 

・対角線の定義 

 

 

 

 
【正多角形と円周の長さ】 

・正多角形の定義 

・正多角形の性質と作図 

【拡大図と縮図】 

・拡大図,縮図の定義,性質,

かき方 

・縮図を利用した実測 



７ 指導と評価の計画（全 ８時間  本時 ７／８時間） 

時

間 学習活動 

評価基準（評価方法） 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に 

取り組む態度 

１ ２つの図形を重ね合わせる活動を

通して,合同の意味を理解する。 

知①（ノート分析,

行動観察） 

 態①（ノート分析,

行動観察） 

２ 合同な図形の性質を理解する。 

 

知②（ノート分析,

行動観察） 

 態②（ノート分析,

行動観察） 

３ 平行四辺形やひし形などに対角線

をひいてできる三角形について,

合同かどうか調べる。 

知③（ノート分析,

行動観察） 

思①（ノート分析,

行動観察） 

態②（ノート分析,

行動観察） 

４ 

 

合同な三角形のかき方を考え,理

解する。 

 

 思②（ノート分析,

行動観察） 

態②（ノート分析,

行動観察） 

５ 適用問題に取り組み,合同な三角

形のかき方を考え説明する。 

 

 

知③（ノート分析,

行動観察） 

思②（ノート分析,

行動観察） 

態②（ノート分析,

行動観察） 

６ 適用問題に取り組み,合同な正三

角形・二等辺三角形のかき方に習

熟する。 

 

 

知④（ノート分析,

行動観察） 

思②（ノート分析,

行動観察） 

態②（ノート分析,

行動観察） 

７ 合同な三角形のかき方を基に,合

同な平行四辺形のかき方を考え説

明する。（本時） 

 

知⑤（ワークシー

ト分析,行動観察） 

思③（ワークシー

ト分析,行動観察） 

態②（ワークシー

ト分析,行動観察） 

８ 合同な図形の基本的な学習内容を

理解しているか確認し,それを習

熟する。 

 

知①～⑤（ノート

分析,行動観察） 

  

 

 

８ 本時の学習 

（１） 本時の目標  合同な三角形のかき方を活用して,合同な平行四辺形のかき方を考え,説明する

ことができる。 

（数学的な考え方） 

（２） 本時の評価規準  

            合同な三角形のかき方を基に,図形の構成要素に着目して,合同な平行四辺形の 

かき方を考え,説明している。 

     

 



（３） 本時の展開 

サ
イ
ク
ル 

学
び
の 

学習内容 

 

指導上の留意点（・） 

配慮を要する児童への支援（◆） 

評価規準 

（評価方法） 

 つ 

 か 

 む 

 ・ 

 見 

 通 

 す 

 

 

 

 

 

 考 

 え 

 る 

 

 

 深 

め 

る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 課題を発見する。 

〇タレスからの問題を聞き,合同

な平行四辺形のかき方を考え

る。 

・辺の長さと角度が分かればいい。 

２ 本時の「めあて」を知る。 

 

 

 

３ 課題解決の見通しをもつ。 

・対角線をひいて三角形に分けて

かくといい。 

 

４ 自力解決をする。 

 

 

５ 全体で交流し合う。 

・どのようにしてかいたかを話し

合う 

    A        D 

 

  B         C 

① 対角線 ACをひく。 

② ３つの辺で三角形 ABCをかく。 

③ 辺 ADをかく。 

④ 辺 CDをかく。 

    A        D 

 

  B        C 

① 対角線 ACをひく。 

② ２つの辺とその間の角で三角

形 ABCをかく。 

③ 辺 ADをかく。 

④ 辺 CDをかく。 

   A        D 

 

 B        C 

① 対角線 ACをひく。 

② １つの辺とその両はしの角で

三角形をかく。 

・合同の意味を確認する。 

・平行四辺形の定義を確認する。 

・模型を使い４つの辺の長さで

は,形が定まらないことを確

認する。 

 

 

 

 

 

・説明できるようにかいた順番

に番号をかかせる。 

 

◆作図が困難な児童に対して

は,あらかじめ一部をかいた

作業シートを渡し支援する。 

自他を意識した協働的な学び 

・トレーシングペーパーにかか

れた平行四辺形を渡し,かい

た平行四辺形が合同か確かめ

させる。 

・実物投影機でかき方を確認す

る。 

 

・どの辺や角を測って作図した

のかを意識させるように教師

が色分けや順番を考え黒板に

提示する。 

 

・辺 AD と辺 CD のかき方はいろ

いろあるが共通して辺や角を

５つ使えばかけることを捉え

させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇合同な三角形の

作図のしかたを

もとに,合同な四

角形の作図の仕

方を考え,説明し

ている。 

（ワークシート分

析・行動観察） 

 

 

 

 

 

 

合同な図形のかき方を使って,合同な平行四辺形

のかき方を考え説明しよう。 

合同な図形のかき方を使って,合同な平行四辺形

のかき方を考えよう。 

説明しよう。 



 

 

 

ま 

と 

め 

る 

 

 

 

 振 

 り 

 返 

 り 

③ 辺 ADをかく。 

④ 辺 CDをかく。 

 

６ まとめをする。 

 

 

 

７ 三角形を基にしてひし形をか

く。 

 

８ 振り返りをする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

自他を意識した協働的な学び 

・○わ○が○と○もを意識させる。 

 

（４） 準備物 

・実物投影機 ・ICT ・ヒントカード 

 

（５） 板書計画 

     

       
○め  

 

                          A       D       A               D       A              D 

                   B       C       B              C        B             C 

 

 

 

 

 

                  共通点 ２つの三角形に分けている。 

合同な三角形のかき方を使っている。 

ている 

 

合同な図形のかき方を使って,合同な平行四

辺形のかき方を考え説明しよう。 

説明しよう。 

 

 

 

○ま  合同な平行四辺形は,合同な三角形のかき方を使ってもか

くことができる。 

 

。 

 

 

合同な平行四辺形は,合同な三角形のかき方を使ってもかくこ

とができる。 

・〇〇さんのかき方は,分度器がない時にかける。 

・〇〇さんの説明の仕方は,かく順番が分かりやすかった。 

・台形のかき方もやってみたい。 

 

 

 

〇  対角線 AC をひく。 

① ３つの辺で三角形 ABC

をかく。 

② 辺 AD をかく。 

③ 辺 CD をかく 

〇  対角線 AC をひく。 

① ２つの辺とその間の

角で三角形 ABC をか

く。 

② 辺 AD をかく。 

③ 辺 CD をかく 

〇  対角線 AC をひく。 

① １つの辺とその両端

の角で三角形 ABC

をかく。 

② 辺 AD をかく。 

③ 辺 CD をかく 

④  
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